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Summary   

Tincontentin duplicate samples of marketedcanned tomato juice were analyzed  

polarogmpbically．   

Cannedtomatojuicesamplesmanufacturedin1962，1963．1964．and1965，reSpeCtively，  

WereOPenedinSeptenberandOctober，1965．Tincontent determinedin these samples  

Were：  

豆＝105．0土16．7ppm．（n＝5）incans manufacturedin1965．  

ク 102．3土 9．1ク （n＝88）  ク  1964．  

〃 102．5 土 3．0ク （n＝22）  ク  1963．   

and l16．9士 7．9ク （n＝20）  ク  1962．   

Examinations were aiso made on any differencesin the rate of det王nnlng amOng  

SamPles with different gross content orwith theappearance（deformation．depression  

etc．）．However，nO anOmalous fast detinning found was attributed to these．Nodiffere－   

nces in tin content was found among samples manufactured at different canning 

plants．  

It was also found that detinning proceeded faster，though with greater deviations  

amongcans，in sarnples withlower vacuum andwithanomalous pH．   

要  旨  

菜界の協力を得て，トマトジュース缶詰の控え見本品の送付を受け，ポーラログラフ法により  

スズの含有量を測定した結果  

1．昭和40年皮製品，  

2．昭和39年皮製品，  

3．昭和38年皮製品，  

4．昭和37年皮製品，  

ただし，閲缶口付，   

n＝5，豆＝105．0士16．7ppm  

n＝8．豆＝102．3士 9．1ppm  

n＝22，豆＝102．5士3．Oppm  

n＝＝20，豆＝＝116．9士7．9ppm  

昭和40年9月～10月  
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●  

以上の結果より，現在市掛こあるトマトジュース缶畠中の溶出スズ量は，食品衛生法のスズの  

規格限界である150pp皿を越えた缶詰はほとんどないと推定される．   

1．は じ め に  

既報l）では，オレンジジュースおよぴパイナップルジュース（Soft Drinks）缶詰中のスズ量の  

測定を行った結果を報告したが、本報では，業界の協力を得て，トマトジュース缶詰の市販品の  

控え見本として保存されてあった缶詰の送付を得た結果，市場で入手し難い製造lヨ付の古い試料  

も試験に供し得た．   

スズ測定その他については，前報1）と同様の方法で実施し，考察は Confidencel；mit（以下  

C．L．と略す）を中心に行なった．   

2．調  査   

1）試料および開缶日時   

紅型：J－200（卵2．3×hlO4．56mm）  

缶内面Allplain  

閑缶日時：昭和40年9月～10月   

2）一般分析催その他   

（i）梅皮 n＝62 豆＝6．9％   

（ii）pH値 n＝62 豆＝4．4   

（iii）Fe壷 n＝62 豆＝0．8ppm   

なお入手時，既に凹缶が多数に存在していた  

ので，これをTablelの備考欄に示した．   

3．スズの測定結果   

試料缶詰中のスズの測定は．既報l）と同様，  

熟竃対付の電気炉による定温灰化→塩酸および  

塩酸ヒドロキシルアミン液処理→ポーラログラ  

フ分析法の一連の方法2）で測定を行なった．   

全試料缶詰についての測定成績は   

n＝62 C．L．＝110．2士5．9ppmであり，個  

々の測定結果をTablelに示した．   

4．考  察  

1）スズ量のヒストグラム   

スズの測定値について，ヒストグラムを求め  

てみると Fig．1となり，スズ量が．91～130ppm  

の群が，供試料の大部分をしめている．  

∫ト7p ウ／一押 †／－〟ク 〝／－／お 〃／■∫ク〟才＞  

Tin content（ppm．）  

Fig．1Histogram of tin content of canned  

tomato juice on the market．  

○スズ畳91～130ppmの缶詰数／全供試料数×100  

－55 一   



〃
〝
〃
〃
〃
〃
什
〃
〃
β
〃
〃
－
ナ
ナ
‥
・
∫
ノ
√
J
，
′
 
 

h
U
l
－
む
n
訂
正
 
 

封
 
〃
 
▲
1
 
ほ
 
川
 
り
 
け
 
付
 
け
 
ほ
 
‖
 
け
 
†
－
†
‘
 
∫
 
イ
 
∫
 
～
 
－
 
 

h
O
u
む
n
b
巴
h
 
 

同
日
H
H
M
以
㍍
＞
 
 

〃
1
〟
 
 

／
 
′
 
 

一
 
一
 
 

／
1
－
一
 
′
 
′
 
 

」
 
 

〃
 
 

押
 
 

Tin content．（ppm．）  

Fig．3 Histogram oftin contentofcanned  
Soft drink（pineapple type）on the  
market．   

Tin content（ppm．）  

Fig．2 Histogram of tin content of caJlned   

SOft drink（Orange type）on the market．  

∴ 46／62×100＝74．1％   

このヒストグラムは，既報1）のオレンジジュース，あるいはパイナップルジュース缶詰り1のス  

ズ量の分布とやや異なり，トマトジュース缶詰小のスズ量ほ91～130ppm付近に集約している．  

2）製造年次，缶マークによる群別とスズ景   

缶詰に記載されてある刻印を基にして．製造年次別にスズ量を欝別すると，   

A）昭和40年皮製品 n＝5 C．L．＝105．0土16．7ppm   

B）昭和39年皮製品 n＝8 C．L．＝102．3士 9．1ppm   

C）昭和38年皮製品 n＝22 C．L．＝102．5士 3．Oppm   

D）昭和37年皮製品 n＝20 C．L．＝116．9 土 7．9ppm   

すなわち，製造後の貯蔵年次が異なっているにもかかわらず，ほぼ安定した数値であった．  

3）内容総量とスズ畳   

全試料ヰの内容総量は   

n＝62 C．L．＝202．6士l．9gである．   

これを基にして．内容総量を†l封二200gを基準と定めてみると，200g以下の軽い缶詰は．全試  

料62点中14点存在する．この札 スズ貴の仮の規準（スズの測定結果のC．しより）の120ppmよ  
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TablelCuトOut teSt Of canned Tomato juice  

Can SIZe  J－20p  

Cut－Out date Sep．－Oct．（1965）  

‘ 
一三 

・三‾一  一 三   Grossh ead SpaCe mm  Tincontemt ．ppm．  Note   
250．0  203．5  9．0   120   
253．5  206．5  35．0  8．0   150   

2引．0  204．0  6．0   96   
2．17．5  201．5  9．0   95   

凹①  
凹①   

244．5  198．0  ‘10．0                                       14．0                  32．0                    37．0  1仇5   94   

249．0  0．  8．0   204   
凹①  

252．5  7．5   ト10   

飢7．5  203．5                    206，0      27．5  11．4   139   
2－16．5  199．5 1 39．0  10．0   129   
2／15，0     199．0  39．0  11．0   130   

凹⑧  

250．5    205．0  21．0  8．0   100   
＠  
凹   

254．O L 208．5  犯0  6，0   1▲10   凹  
235．O 1 188．5  24．0  17．0   ltJl   
24臥0； 20l・0  20．5  6．0  134   凹  
250．5  10．0   l15   

2‘19．0  37．0  9．0   l17   
凹⑧  

2ら2．0  7．5   
凹⑨  203．5                    201．5  5．0  129   

245．0  198．5   28．5   11．5   110   
25d．0  207．0   22．0   6．5   93   

凹雷  

26．0   9．0   
凹④   

249．5  203．0  131   
2‘l臥5  202．0   28．0   9．5   102   
257．0  209．5   23．0   8．0   90   

凹審  

250．5  30．0   9．0   
凹◎  

203．0  
255．5  208．0   2ヱl．0   7．0   

25上l．0  207．5   29．0   7．0   12l  ④              106  凹審              97   

250．0  203．0   35．0   9．0   108   凹（参  

1   22．5   8．0   139  
22．0   9．0   10l   
20．0   10．0   94  

毒 害3主：2  2丁．0   d．0   126   
254．0  207．5   3．0   5．0   112   
2‘17．5  201．0   20，0   9．0   92   
253．0  206．5   6．0   ほ1   

5．0   
凹⑧   

256．0  209．5   0．              2（）．0  107   
253．5  207，0   7．0   109   

⑨  

飢18．0  202．0   33．0   9．5   104   
凹◎  

257．0      210．0   22．0   6．0   94   
◎  

雪  ・茎   20．5   6．0   96   
（参  

31．0   11．0   69   
⑨  

35．う   12．0   57  
20．0   6．0   87  

82．け   9．5   98  
董雲喜…蔓F重言蔓…蔓  20．0   9．0   105   
251．5  203．5   28．0   6．5   136   
25l．5  205．0   0．   4．¢   88   

凹㊥  

2ノi5．5  】98．5   40．0   10．5   165   
凹⑥  

251．5  205．5   24．0   10．0   87   
凹⑥  
凹  

247．5  201．5   21．0   7．0   101   
251．5  204．5   19．5   8．0   104   凹  
241．0  197．0   45．5   7．0   98   凹㊥   
2心1．0  200．5   26．5   6iO   92   

200．5   22．5   6．0   98   
凹⑦   

2d4．0  
246．0  88．5   10．0   

凹⑦  
199．0  101   

2⊥17．0  201．0   21．5   8．0   125   
246．0  199．0   35．0   10．0   10l   

塞  

別胤0  202．0   30．0   9．5   104   
⑧  

247．0   200．0  31．0   9．5   102   
249．5   206．0  39．5   8．0   ＝3   

248．0      205．0   40．0   8．0   98   
⑧               塞  

247．0   41．0   8．0   l13   
246．5   42．0   9．0   87   

243．0  203．0   203．0  44．5   10．0   114   
⑨               審  
⑨   

248・9i202・6」26・9   8．8  l10．2  
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こ傾度n＝62言三6．9％ OFe壷n＝62言＝0．8ppm OpH n三623＝4．4但しNo．54のpH＝3．6  
①→㊥，同一缶マーク試料  ○凹……deformation  
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り多い缶詰ほ，3点である．  

0内容量が少なく，しかもスズ恩の多い缶詰数／内容量の少ない缶詰数×100   

∴ 3／14×100＝21．4％   

すなわち，内容景の多寡が，スズの溶出に影響があると予想したが，この供試帯では影響して  

いるとはいえない，  

ただし，内容量の少ない欝の試料申のスズ畳のバラツキが大きいことば見のがせない・   

内容総量とスズ量の群別   

200g以上の欝 n＝48 C．L．＝110．8士 6．3ppm   

200g以下の群 n＝14 C．L．＝108．4士16．7ppm  

4）松上部空隙壷とスズ畳   

3）と同様の目的で絵上部空隙量について，一定の仮の基準として，10mmを基にして群別す  

ると，絵上萄空隙星の多い試料ほ15点存在し，この内スズ畳の多い試料は4点である■  

○線上部空隙が多く，スズ壷の多い缶語数／繰上部空隙の多い缶詰数×100   

∴ 4／15×100＝26．6％   

すなわち，この群別も3）と同様，綾上部空隙最の多少がスズの溶出に影響があると予想した  

が，この供試群では，影響しているとはいえない．   

ただし上総上部空隙星の多い群の試料中のスズ量のバラツキが大きいことば見のがせない・   

絵上虚空隙量とスズ量の群別  

10皿m以下の欝 n＝47 C．L．＝111．0土 6．‘lppm  

lOmm以上の群 n＝15 C．L．＝107．9土15．7ppm  

5）製造工場・缶マーク別とスズ量   

2）で説明した製造年次別を，TablelNoteに示した⑧⑨④・‥⑧について，すなわち，同年  

次製品で，作美場が異なった場合について検討してみると  

㈱ ⑧，⑨，④群について   

⑧詳 n＝3 C．L．＝1岳2．6土22．9ppm  

（多罪 n＝3 C．L．＝120．3士25．3由m   

④群 n＝9 C．L．＝105．8士11．4ppm   

すなわち，スズ量の多い群にほバラツキも多く現われている．  

（B）（軌（釘群について   

⑧群 n＝6 C．L．＝105．1士12．2ppm   

㊥欝 コ＝3 克＝129．6（88～165）ppm   

すなわち，⑥群はC．L．を求めるまでもなく，スズ畳が大きくバラツイている．   

（C）（む，（軒群について   

⑦群 n＝3 C．L．＝95．3士13．3ppm  
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⑧欝 n＝5 C．L．＝107．4土14．2ppm  

6）餌の形憑・正常杏と凹缶申のスズ星   

輸送途上の不備なためか，入手時の調査で凹缶と認められた試料が多数存在したので，これに  

ついて分類してみると  

○正常何群 n＝34 C．L．＝111．8士9．1ppm  

O凹缶群 n＝28 C，L．＝108．3±7．6ppm  

O金武料 n＝62 C．L．＝110．2±ち．9ppn   

すなわち，受取後．直ちに閑缶試験に着手したためか；まったく差異が現われていなかった．  

7）pH値とスズ量   

供資料のpH鮭は，ほぼ一定して，豆＝4．4であったが，ただ一缶pH＝3．6の試料が存在し．  

この缶詰申のスズ量ほ，全試料のスズ量のC．L．値110．2土5，9ppmを越えていた．  

8）真空度とスズ量   

真空度についても，一定の仮の基準として、20cm／Hgを定めてみると，これより真空度の少な  

い試料が7点存在し，この内．スズ量の多い試料が3点含まれている．  

0真空度が低く，スズ壷の多い缶詰数／真空度の低い缶詰数×100   

∴ V7×100＝＝42．8％   

真空度とスズ量  

○真空度20cm／Hg以上の群 n＝55 C．L．＝108．7士5．4ppm  

O真空度20cm／Hg以下の群 n＝7 豆＝122．0（88～204）ppm   

すなわち，真空度の低い試料群中には，スズ畳の多い缶詰が存在し，また，真空度の低い試料  

中のスズ量は，バラツキも大きくCJL．も求められない．   

5．結  

このたびの市販用トマトジュース缶詰控え見本群については，製造年次別，内容総量の多寡，  

総上部空隙最の多少および受領時の調査による凹缶等のスズ量を検討したが，これらが原因で特  

にスズの溶出の多い缶詰はなかった，   

次に作業場別についても比較してみたが，特に差異を言及することばできず，吼スズ壷の多い  

群はそのバラツキも多かった．また，真空度の低い試料群中には．スズの溶出量の多い缶詰  

（Hyd∫OgenSWell缶）があり，なお，pH値の異状のあった試料も，スズの溶出最が多かった・   

本報で調査したトマトジュース缶詰62点申のスズ量はC・L・＝110．2土5i9ppmであり・その大  

部分は91～130ppmであった．   

本報ほ，昭和41年虔缶詰技術協会第15回大会に発表せるものである・  
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